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令和２年度に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人豊橋技術科学大学 

 

１ 全体評価 

 
豊橋技術科学大学は、技術を支える科学の探究によって新たな技術を開発する学問、技

術科学の教育・研究を使命としている。第３期中期目標期間においては、この使命の下、

主に高等専門学校卒業生及び高等学校卒業生等を入学者として受け入れ、大学院に重点を

置き、実践的、創造的かつ指導的技術者・研究者を育成するとともに、次代を切り拓く技

術科学の研究を行うほか、社会的多様性を尊重し、地域社会との連携を強化することを通

じて、世界に開かれたトップクラスの工科系大学を目指すことを基本的な目標としている。 
この目標の達成に向け、学長のリーダーシップの下、新型コロナウイルス感染症に関連

した社会的インパクトの高い研究を推進しているなど、「法人の基本的な目標」に沿って計

画に取り組んでいることが認められる。 
 

（「戦略性が高く意欲的な目標・計画」の取組状況について） 

第３期中期目標期間における「戦略性が高く意欲的な目標・計画」について、令和２年

度は主に以下の取組を実施し、法人の機能強化に向けて積極的に取り組んでいる。 
○ 長岡技術科学大学と両技科大の技術シーズデータベース・検索システムを構築してい

るほか、企業からの技術相談実績データを元として企業が抱えている技術課題等を整理

した企業等の技術及び人材ニーズデータベースを構築している。（ユニット「長岡技術科

学大学及び高等専門学校との連携による実践的技術者の育成と機能強化」に関する取組） 
○ 全国に先駆けて、平成30年度～令和元年度にかけて、高専専攻科との連携教育プログ

ラムの協定を５高専（長野、岐阜、沼津、鈴鹿、奈良）と締結し、高専専攻科のカリキ

ュラムと連携したテーラーメイド型教育カリキュラム「先端融合テクノロジー連携教育

プログラム」を編成し、令和２年度から４高専７名の学生が入学している。（ユニット「長

岡技術科学大学及び高等専門学校との連携による実践的技術者の育成と機能強化」に関

する取組）  
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２ 項目別評価 

 

＜評価結果の概況＞ 
特 筆 

一定の 
注目事項 

順 調 
おおむね 
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化   ○    

（２）財務内容の改善   ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営   ○    

 
 
Ⅰ．業務運営・財務内容等の状況                          

 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載14事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められるとともに、下記の状況等を総合的に勘

案したことによる。 
 
 令和２年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
  
○ 年度計画を著しく上回る計画の実施 

年度計画【48-01】に関して、令和２年度は高度専門職適用者を10名雇用しており、年

度計画に掲げる目標である「高度専門職制度の適用者を１名確保する」を著しく上回っ

ていると認められる。また、雇用された高度専門職は研究推進アドミニストレーション

センターやグローバル工学教育推進機構等に配置され、従来の枠組みでは対応が困難な

多様化、複雑化した業務に対応しており、研究力の強化や多文化共生・グローバルキャ

ンパスの実現を推進している。 
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（２）財務内容の改善に関する目標                         
①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載３事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められるとともに、下記の状況等を総合的に勘

案したことによる。 
 
 令和２年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
  
○ 研究支援体制の構築による外部資金比率（共同研究）の上昇 

研究推進アドミニストレーションセンターのリサーチ・アドミニストレーター（URA）

が研究戦略立案から、競争的資金獲得、産学官連携プロジェクト企画・運営、リスクマ

ネジメントなど一気通貫で研究支援する体制を構築していることにより、共同研究収入

は第３期中期目標期間中で最高の約７億2,274万円となり、外部資金比率（共同研究）が

10.2％に上昇している。 
 
 
 
（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           

①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載３事項全てが「年度計画を十分に実施している」と認められる

こと等を総合的に勘案したことによる。 
 
 
 
 
 

（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守等 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載８事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
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Ⅱ．教育研究等の質の向上の状況                          

 
 令和２年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
 
○ 社会的インパクトの高い研究の推進 

スーパーコンピュータ「富岳」による新型コロナウイルス対策プロジェクト「室内環

境におけるウイルス飛沫感染の予測とその対策」に参画し、飛沫シミュレーションによ

る感染リスク評価、マスク素材評価、マスク装着効果等を検証し、本研究成果が大きく

報道されている。 
○ 高等専門学校との接続性向上のための取組 

独自に開発した「高専-技科大シラバスデータベース」を活用し、全国の高等専門学校

を５地区に分け、学内の５つの教員組織において、全ての高専を点検・評価している。

毎年度、担当するブロックを変えて点検を実施することで、全高専との接続性を学内の

全分野において点検ができる体制となっている。

 


